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情報広場

県
、
高
知
弁
護
士
会
お
よ
び
高

知
県
司
法
書
士
会
等
が
構
成
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
る
高
知
県
多
重

債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、
借
金

の
返
済
で
お
困
り
の
方
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し
ま
い
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
る
方

の
、
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
13
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

佐
川
町
役
場

【
面
談
時
間
・
方
法
】

当
日
会
場
で
受
付
を
行
い
ま

す
。
面
談
時
間
は
一
人
当
た
り
30

分
以
内
の
予
定
。
債
務
状
況
が
分

か
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
受
付
状
況
等
に
よ
り
受
付

制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
平
成
21
年
３
月
ま
で
県
内
４
箇

所
で
順
次
開
催
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
男
女
共
同
参
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
６
５
３

多
重
債
務
者
相
談
会
（
無
料
）

を
開
催
し
て
い
ま
す
！

自
宅
に
男
が
「
近
く
に
介
護
用
品
の
店
を
新
し
く
開

く
の
で
話
を
聞
い
て
」
と
訪
ね
て
き
た
。
外
に
出
る
と

近
所
の
人
も
集
ま
り
、
ふ
き
ん
な
ど
を
も
ら
っ
た
。
さ

ら
に
「
別
の
場
所
へ
行
け
ば
も
っ
と
よ
い
も
の
を
渡
す
」

と
、
１
キ
ロ
先
の
民
家
に
車
で
連
れ
て
行
か
れ
た
。
戸

が
閉
め
ら
れ
営
業
員
数
人
が
後
ろ
に
並
び
、
帰
れ
な
い

雰
囲
気
に
な
っ
た
。
景
品
を
も
ら
っ
た
後
、
湯
治
で
有

名
な
温
泉
の
話
が
始
ま
っ
た
。「
そ
こ
の
湯
の
花
と
同

じ
成
分
が
入
っ
た
温
熱
器
を
使
え
ば
、
足
腰
の
痛
み
が

取
れ
る
」
と
繰
り
返
し
説
明
さ
れ
、
23
万
円
も
す
る
温

熱
器
を
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
と
い
う
事
例
が
高
知
県

内
に
お
い
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
商
法
は
雰
囲
気
を
武
器
と
し
て
い
る
の
で
、

「
格
安
」「
無
料
配
布
」
で
誘
わ
れ
て
も
、
安
易
に
会
場

に
行
か
な
い
こ
と
で
す
。
万
が
一
、
購
入
契
約
し
て
も
、

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
続
き
の
仕
方
等
、
次
の
連
絡
先
で
わ
か
り
ま
す
の

で
、
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
４
―
０
９
９
９

催
眠
（
S
F
）
商
法
に
ご
注
意
！

〜
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で

お
悩
み
の
方
へ
〜

解
雇
や
賃
金
引
下
げ
、労
働
時
間
、

い
じ
め
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
高
知
労
働
局
と
高
知
県
労

働
委
員
会
で
は
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
窓

口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

K
０
１
２
０
―
７
８
３
―
７
２
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
７

・
高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
１
０

・
高
知
県
労
働
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
１
―
４
６
４
５

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
担
当
行

政
機
関
を
御
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
労
働
相
談

『
ス
ト
ッ
プ
！
迷
惑
駐
車
』

み
な
さ
ん
は
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
な
ど
の
消

防
水
利
が
、
町
内
各
所
に
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
？
こ
れ
ら
の
設
備
は
、
火
災
が
発
生
し
た

時
に
、
火
を
消
す
た
め
の
消
火
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
る
非
常
に
大
切
な
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
、
春
と
秋
に
消
防
団
員
が
設

備
点
検
と
ペ
ン
キ
の
塗
り
直
し
を
行
う
な
ど
し
て
、

大
切
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
真
上
な
ど
、

消
火
活
動
の
妨
げ
に
な
る
場
所
へ
車
な
ど
を
駐
車

し
な
い
よ
う
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

消
防
水
利
を
大
切
に
！



引き続き、委員会では皆さんの
ご意見をお待ちしています
アンケート、目安箱設置場所
（ＪＲ越知駅跡地、役場１階ロビー、金融機関）

◆お問い合わせ先
越知町商工会内　TEL26-1181
（ＪＲ越知駅跡地活用検討委員会事務局）
産業建設課　 TEL26-1105

【効果は？】
●運営の人件費削減
●テナント料等の収入
●生産者と消費者のつながり
●生産者の意欲向上
●お土産品の購入、越知町のＰＲ

【効果は？】
●地元の人が集まる（地元の生の声）
●話を持っていったら広めてくれる
●利用、体験の生の声
●四季折々、新鮮な野菜の販売

【効果は？】
●情報があることで人が集まる
●安心して頼める「便利屋窓口」
●インターネット
●農家のネット出店の手伝い

▼
●おちみせをつくる（農家の収入
源に）
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「新しい駅」での情報の活かし方

掲示板をつくる 新
し
い
駅
は
「
情
報
の
駅
」

交流＝相手の欲しい情報

10
月
30
日
（
木
）、
11
月
12

日
（
水
）、
越
知
町
役
場
に
て

第
７
、
８
回
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡

地
活
用
検
討
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
約
15
名
出
席
）

・
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
「
越
知

町
世
間
遺
産
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
の
報
告

そ
し
て
、

・
新
し
い
駅
で
の
情
報
の
活

か
し
方
に
つ
い
て

・
新
し
い
駅
で
の
物
販
の
考

え
方
に
つ
い
て

・
整
備
予
定
の
施
設
の
考
え

方
に
つ
い
て

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

討
議
、
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

・
情
報
が
行
き
来
し
モ
ノ
が

行
き
来
す
る
「
ま
ち
の
商

社
」「
地
元
の
活
動
を
応
援

す
る
場
所
」
の
機
能
を
も

っ
た
「
情
報
の
駅
」

・
生
産
者
の
立
場
、
お
客
さ

ん
が
品
物
以
外
に
求
め
て

い
る
も
の
を
考
え
た
物
販

・
越
知
の
シ
ン
ボ
ル
、
発
信

源
と
し
て
越
知
ら
し
い
デ

ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
の
施
設

と
「
新
し
い
駅
」
を
位
置
づ

け
ま
し
た
。

そ
し
て
な
に
よ
り
も
自
分

た
ち
が
楽
し
む
こ
と
、
そ
の

姿
を
み
せ
る
こ
と
、
そ
ん
な

施
設
づ
く
り
が
必
要
だ
と
。

次
回
、
施
設
基
本
構
想
に

つ
い
て
よ
り
具
体
的
に
検
討
、

中
間
報
告
と
し
て
ま
と
め
て

い
き
ま
す
。

「新しい駅」での物販の考え方

農産物、加工品

農業体験
【効果は？】

●農業体験等の農村観光
（グリーンツーリズム）

「新しい駅」での建物の考え方（こんな役目がいるね!!）

●まちの案内窓口、情報案内板（観光、商店街情報、行事の写真展示）
●「平家の里」越知のイメージを壊さない建物（木造二階建て、瓦屋根）
●広いオープンスペース（仕切なし、中二階）、日当たりの良い間取り
●喫茶、立ち飲み、インターネット、娯楽スペース、自動販売機
●井戸端会議ができる集会所スペース、イベントスペース、イルミネーション
●農産物、お土産品の販売、自由な販売スペース（ボックス販売）
●レンタル調理施設
●バリアフリーのトイレ、待合所、バス停、駐輪場
●駐車場とオープンスペースの転用、基本は歩いてくる場所に

お客さんが
品物以外に求めているものは？

●利用できる施設情報
・別荘（畑付）、休廃校、空き家
●観光情報
・体験、穴場・・・
（各地区の受け入れ体制が必要）
●地区、分野別人材情報
・名簿づくり

●情報を持ってくる人と
情報を得る人の間に駅がある

・売る、買う
・生産者の情報（写真付）
・イベント、町のお知らせ
●越知町ハローワーク
・短時間のお店の店番
・ショウガ収穫の手伝い・・・

【販売方法】
●農家と連携し収穫等の農業体験
●参加者の募集（年2回程度）

【販売方法】
●各地域から直接売りに（テナント）
朝採れ土付きの野菜等新鮮なもの（鮮魚も）
豊作をきちんと喜べる売り方（旬のもの）

●フリーマーケットスペース（常設）
チャレンジスペース（試作品等）
良心市ボックス（一番小さいテナント）
越知駅ならではの売り方、毎日足をはこべるしくみ

●生産情報が分かる（生産者の写真、コメント付）
●特産品（芋ケンピ、ラーメン、せんべい、味噌、漬物、木工品等）
●ふるさと便（少量ずつセットにして）
●お総菜、行楽弁当等の少量低価格販売（高齢者等）
●越知のものを使用した甘味物（芋等）
●餅つき、販売（定期的に）
●食事できるオープンスペース（ひろめ市場のような）
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Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
活
用
検
討
委

員
会
が
主
催
、
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地

を
中
心
と
し
て
越
知
町
中
心
街
の

元
気
づ
く
り
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
10

月
18
日
（
土
）
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

開
催
中
の
秋
晴
れ
の
青
空
の
下
、

越
知
町
商
店
街
周
辺
に
て
「
越
知

町
世
間
遺
産
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
会
場
、
Ｊ
Ｒ

越
知
駅
跡
地
で
受
付
を
し
、
商
店

街
周
辺
の
地
図
と
世
間
遺
産
の
写

真
が
載
っ
た
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
を

手
に
、
約
60
人
が
世
間
遺
産
を
探

す
旅
へ
。

ジ
ー
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
の
魚
の
看

板
、
米
穀
店
の
現
役
の
黒
電
話
、

呉
服
店
の
脇
差
し
（
刀
）、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
店
の
招
き
猫
、
仁
淀
川

と
沈
下
橋
、
保
育
園
近
く
の
イ
チ

ョ
ウ
の
木
、
石
材
店
の
お
地
蔵
さ

ん
な
ど
の
15
の
ポ
イ
ン
ト
。
お
店

の
中
に
ス
タ
ン
プ
が
あ
る
ポ
イ
ン

ト
も
あ
り
、
商
店
主
の
方
と
の
や

り
と
り
も
こ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で
す
。

各
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
ス
タ
ン
プ

を
集
め
て
、
ゴ
ー
ル
の
Ｊ
Ｒ
越
知

駅
跡
地
へ
。
ス
タ
ン
プ
の
数
に
応

じ
て
ガ
ラ
ガ
ラ
を
回
し
、
新
高
梨

や
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
の
特
産
物

セ
ッ
ト
、
商
店
街
商
品
な
ど
、
子

供
た
ち
が
次
々
と
賞
品
を
獲
得
し

ま
し
た
。

ま
た
Ｊ
Ｒ
越
知
駅
跡
地
に
て
先

日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
登
録
さ

れ
た
越
知
町
の
世
間
遺
産
の
写
真

パ
ネ
ル
展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
に
お
さ
め
ら
れ
た
町
の
世

間
遺
産
を
通
し
て
、
町
や
人
と
出

会
い
、
自
分
が
暮
ら
す
町
の
大
切

な
も
の
を
発
見
。
そ
れ
ぞ
れ
、
自

分
の
暮
ら
す
町
を
見
つ
め
な
お
す

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

越
知
町
の
世
間
遺
産
は
、
世
間

遺
産
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.seken-isan.net/

で

み
ら
れ
ま
す
。
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本
の
森
　
　
　
　
図
書
館
だ
よ
り

【
開
館
日
時
】

火
曜
〜
日
曜

午
前
11
時
〜
午
後
７
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
ご
紹
介

お
と
な
の
本

「
ス
ナ
ッ
チ
」

西
澤
　
保
彦
　
著

22
歳
だ
っ
た
。次
の
日
、ぼ
く
は
53

歳
に
な
っ
て
い
た
。空
白
の
31
年
。ぼ

く
は
、き
み
は
、ぼ
く
た
ち
は
、少
し

は
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。彼
を
襲

っ
た
の
は
、不
条
理
で
や
り
き
れ
な
い
、

人
生
の
黄
金
期
の
収
奪
。あ
ら
か
じ

め
失
わ
れ
た
、愛
し
い
妻
と
の
日
々
。

お
ぼ
え
の
な
い
過
去
を
振
り
返
る
彼

に
、さ
ら
な
る
危
険
が
迫
る
。高
知

市
が
舞
台
の
Ｓ
Ｆ
ミ
ス
テ
リ
ー
。

「
瑠
璃
で
も
な
く
、
玻
璃
で
も
な
く
」

唯
川
　
恵
　
著

欲
し
い
も
の
は
確
か
な
も
の
。

確
か
な
約
束
、
確
か
な
未
来
、
形

の
見
え
る
幸
せ
。
…
美
月
・
26
歳
。

忙
し
い
仕
事
の
逃
げ
場
と
し
て

結
婚
に
行
き
着
い
た
の
に
、
今
は

結
婚
の
逃
げ
場
が
仕
事
に
な
っ
て

い
る
。
…
英
利
子
・
34
歳
。
ひ
と

り
の
男
性
を
挟
ん
で
交
錯
す
る
、

ふ
た
り
の
人
生
の
ゆ
く
え
。

子
ど
も
の
本

「
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え
」

い
わ
い
　
と
し
お
　
著

１
０
０
階
建
て
の
て
っ
ぺ
ん
に

住
む
だ
れ
か
か
ら
遊
び
に
き
て

ね
、
と
手
紙
を
も
ら
っ
た
ト
チ
く

ん
。
地
図
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い

て
い
く
と
、
き
ゅ
う
に
１
０
０
階

建
て
の
家
が
現
れ
ま
し
た
！
見
上

げ
て
も
、
上
の
ほ
う
は
か
す
ん
で

よ
く
見
え
ま
せ
ん
。
ト
チ
く
ん
は
、

１
０
０
階
ま
で
た
ど
り
つ
け
る
の

で
し
ょ
う
か
…
？

※
図
書
館
か
ら
の
お
願
い

本
の
森
図
書
館
で
は
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
、
新
古
本
（
購
入
１
年

以
内
の
も
の
）
の
寄
贈
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
一
度
読
ん
で
書

棚
の
隅
に
眠
っ
て
い
る
本
が
あ
れ

ば
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
図
書
館
に
な
く
て
も
、

気
に
な
る
本
、
読
ん
で
み
た
い
本

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

〜

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

〜

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
急
増
し
、
住
宅
火

災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
う
ち
、
約
7
割
の
人
が
「
逃
げ
お

く
れ
」
で
命
を
落
と
し
て
い
る
事
実
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
理
由
と
し
て
夜
間
就
寝
中
に
発
生
し
て
い
る
例
が
多

い
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
の
何
割
か
は
、

火
災
警
報
器
に
よ
っ
て
早
め
に
火
災
の
発
生
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

助
か
っ
た
可
能
性
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
火
災
か
ら
人
々

の
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
備
え
る
必
要
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
16
年
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
全
国

一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
を
一
般
住
宅
に
も
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

【
施
行
日
】

○
新
築
住
宅
・
・
・
平
成
18
年
6
月
1
日
か
ら
設
置
義
務

○
既
存
住
宅
・
・
・
平
成
23
年
5
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

【
設
置
場
所
】

全
て
の
就
寝
の
用
（
寝
室
）
に
供
す
る
居
室
が
対
象
で
す
。

○
平
屋
建
の
場
合
・
・
寝
室
の
み
に
設
置
。

○
２
階
建
住
宅
の
場
合
・
・
２
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
寝
室
と
２
階

の
階
段
に
設
置
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
概
要
】

○
煙
式
で
、
天
井
ま
た
は
壁
に
取
り
付
け
ら
れ
、
音
声
や
警
報
音
で
火
災

を
知
ら
せ
ま
す
。

○
電
池
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

※
購
入
す
る
と
き
は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
が
付
い
て
い

る
も
の
が
安
心
で
す
。

【
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購
入
場
所
】

○
消
防
用
設
備
取
扱
店
や
電
気
店
ま
た
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入

で
き
ま
す
。

※
消
防
署
が
斡
旋
、
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売

に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　
高
吾
北
消
防
本
部
予
防
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
１
１

全
国
（
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室
）

K
０
１
２
０
―
５
６
５
―
９
１
１

消
防
署
だ
よ
り
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入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期

間
内
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
期
間
を
過
ぎ
る
と
入
園
が
難
し

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

12
月
１
日
〜
22
日

【
場
所
】

越
知
保
育
園
２
階
事
務
室

【
入
園
対
象
年
齢
】

満
６
ケ
月
〜
就
学
前

＊
現
在
妊
娠
中
の
方
や
、
育
児
休
業
等

に
よ
り
４
月
２
日
以
降
に
入
園
を
希

望
さ
れ
る
方
も
今
回
申
し
込
み
を
行

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
保
育
時
間
等
】

原
則
と
し
て
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ま
で
で
す
。
土
曜
日
は
、
午

前
11
時
30
分
ま
で
で
す
。

延
長
保
育

保
護
者
の
勤
務
時
間
や
家
庭
の
状
況

に
よ
り
必
要
な
場
合

※
朝
午
前
７
時
40
分
か
ら
と
午
後
４
時

か
ら
６
時
ま
で
の
間
延
長
し
て
保
育

し
ま
す
。

【
入
園
の
基
準
お
よ
び
条
件
】

保
護
者
が
仕
事
お
よ
び
そ
の
他
の
理

由
（
病
気
、
求
職
等
）
に
よ
り
、
昼
間

の
保
育
が
で
き
ず
、
祖
父
母
等
、
他
に

保
育
を
で
き
る
方
が
い
な
い
場
合
。

【
保
育
料
】

保
護
者
の
平
成
20
年
分
の
所
得
税
お

よ
び
平
成
20
年
度
分
の
住
民
税
を
基
に

決
定
し
ま
す
。
保
育
料
の
決
定
は
、
平

成
21
年
４
月
初
め
に
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

担
当
　
岡
・
山
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

入
園
を
希
望
さ
れ
る
ご
家
庭
は
、
受

付
期
間
内
に
願
書
の
提
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
受
付
期
間
】

12
月
１
日
〜
22
日

【
対
象
年
齢
】

３
歳
児
か
ら
５
歳
児

（
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）

【
保
育
時
間
等
】

＊
平
常
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時

＊
預
か
り
保
育

平
常
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
を
必

要
と
す
る
幼
児
の
た
め
に
、
預
か
り
保

育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

午
後
３
時
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

＊
夏
休
み
・
春
休
み
預
か
り
保
育

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分

【
授
業
料
】

月
額
５，
５
０
０
円
（
越
知
町
外
６，
５

０
０
円
）

預
か
り
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
月

額
３，
０
０
０
円
。（
夏
季
は
月
額
５，
０

０
０
円
）
が
別
途
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
願
書
等
の
提
出
】

入
園
願
書
は
、
幼
稚
園
ま
た
は
住
民

課
受
付
に
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
の
上
、

幼
稚
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
３
・
４
歳
児
で
入
園
中

の
園
児
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
願
書
等

の
提
出
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
入
園
の
決
定
】

１
月
末
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７



○
お
知
ら
せ

12
月
27
日
〜
１
月
４
日
の
間
は

支
援
セ
ン
タ
ー
は
休
み
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
吉
本
・
徳
弘

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１
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今
月
の
母
子
保
健
事
業

＊募集・案内＊

越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

遊
び
に
お
い
で
よ

12
月
の
母
子
保
健
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。
乳
幼
児
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
親
子
の
方
を
対
象

に
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

12
月
24
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
３
時
半

【
実
施
場
所
】

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
検
診
室

【
内
容
】

・
育
児
相
談
（
身
長
・
体
重
測
定

な
ど
）

・
ミ
ニ
門
松
作
り

【
講
師
】

小
松
由
香
里
先
生（
在
宅
保
育
士
）

【
持
参
す
る
も
の
】

※
計
測
さ
れ
る
方
は
、
母
子
健
康

手
帳

※
３
時
ご
ろ
お
や
つ
の
時
間
を
設
け

て
お
り
ま
す
が
、お
茶
、お
や
つ
は

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
い
方
は
、
材
料
等

の
準
備
の
た
め
12
月
18
日
（
木
）

ま
で
に
次
の
連
絡
先
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１

☆
★
12
月
の
予
定
☆
★

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

３
日
（
水
）

製
作
し
て
み
よ
う
！

（
品
物
作
り
を
し
よ
う
！
）

12
日
（
金
）

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

（
お
買
い
物
を
し
よ
う
）

19
日
（
金
）

誕
生
会

＊
＊
特

別

企

画
＊
＊

（
合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

17
日
（
水
）

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
の
合
同

企
画
で
す

※
対
象
は
６
歳
頃
ま
で

※
お
や
つ
持
参

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
保
育
園

ク
リ
ス
マ
ス
を
間
近
に
控
え
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
で
す
。
今
月
も
お
誕
生
日

会
が
園
庭
開
放
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
、
寒
い
で
す
が
、
幼
稚

園
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
び

ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】

12
月
19
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
新
成
人
の
集
い
」
の
ご
案
内

平
成
20
年
1
月
3
日
（
土
）
越

知
町
民
会
館
に
お
い
て
、
平
成
20

年
度
新
成
人
の
集
い
を
行
い
ま

す
。対

象
者
の
皆
さ
ん
に
招
待
状
を

発
送
し
ま
し
た
が
、
越
知
町
に
住

所
が
な
く
招
待
状
が
届
い
て
な
い

方
で
、
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
西
川
・
河
添
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０



新
春
恒
例
の
「
囲
碁
・
将
棋
大
会
」
を
次

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

囲
碁
大
会

【
日
時
】

平
成
21
年
１
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　
　

午
前
９
時
30
分
対
局

【
場
所
】

町
民
会
館
１
階
和
室

【
参
加
資
格
】

高
吾
北
地
区
・
日
高
村
の
方
、
そ
の
他
の

地
区
で
も
越
知
町
出
身
の
方
は
参
加
で
き
ま

す
。

【
競
技
規
定
】

日
本
棋
院
の
規
定
に
準
ず
る
。
互
先
六
目

半
コ
ミ
ダ
シ
、
五
面
打
、
段
級
差
一
目
、
ス

イ
ス
方
式
で
行
う
。

【
参
加
費
】

１，

０
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
む

【
申
し
込
み
期
限
】

12
月
22
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

酒
井
清
富

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
５
０
４

町
民
会
館
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

将
棋
大
会

【
日
時
】

平
成
21
年
１
月
４
日
（
日
）

午
前
９
時
受
付
　
　

午
前
９
時
30
分
対
局

【
場
所
】

町
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

【
参
加
資
格
】

特
に
定
め
ま
せ
ん
。

【
競
技
規
定
】

日
本
将
棋
連
盟
の
規
定
に
準
ず
る
。
超
Ａ

級
・
Ａ
級
・
Ｂ
級
・
Ｃ
級
の
各
段
級
別
に
よ

り
行
う
。

【
参
加
費
】

大
　
人
　
１，

５
０
０
円

子
ど
も
　
１，

０
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
む

【
申
し
込
み
期
限
】

12
月
22
日
（
月
）

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

小
野
憲
三
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
０
６
３
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新
春
　
囲
碁
・
将
棋
大
会

森
と
緑
の
会
越
知
町
支
部
で
は
、
緑
の
募

金
運
動
の
一
環
と
し
て
「
地
域
緑
化
推
進
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

植
樹
に
よ
る
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
憩

い
の
場
づ
く
り
な
ど
、
親
し
み
の
あ
る
緑
あ

ふ
れ
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
植
樹

を
希
望
す
る
個
人
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
に
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。
個

人
の
場
合
、
各
人
２
本
程
度
、
団
体
・
グ
ル

ー
プ
の
場
合
は
内
容
検
討
の
う
え
本
数
を
決

定
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

な
お
、
予
算
に
限
り
が
あ
り
、
希
望
本
数

に
そ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
配
布
樹
種
】

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
・
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
・
ド
ウ

ダ
ン
ツ
ツ
ジ
・
オ
ン
ツ
ツ
ジ
等

※
そ
の
他
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
申
込
方
法
】

希
望
樹
種
本
数
・
住
所
・
氏
名
・
連
絡

先
・
植
樹
場
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
限
】

平
成
21
年
１
月
９
日
（
金
）

【
配
布
日
】

平
成
21
年
２
月
上
旬

【
配
布
場
所
】

産
業
建
設
課

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課
内

「
森
と
緑
の
会
越
知
町
支
部
事
務
局
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
６
０
０

苗
木
の
無
料
配
布
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越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド

加
盟
店
か
ら
の

お
知
ら
せ

今
年
も
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
ク
リ

ス
マ
ス
交
換
会
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
日
時
な
ど
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
22
日
（
月
）
午
後
５
時
〜

※
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

【
交
換
内
容
】

満
点
カ
ー
ド
一
枚
と
ケ
ー
キ
な

ど
一
品
と
交
換
し
ま
す

※
詳
し
く
は
折
込
み
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
】

１
月
　
大
抽
選
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
コ
ス
モ
ス
カ
ー
ド
加
盟
店
会

越
知
町
商
工
会
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
８
１

環
境
講
座

中
央
公
民
館
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
問
題
を
視
点
に
取
り
上
げ

る
テ
ー
マ
か
ら
、
皆
さ
ん
と
考
え

学
習
し
て
い
く
環
境
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
廃
食
用
油
を
使
っ

て
虫
除
け
に
も
な
る
ア
ロ
マ
キ
ャ

ン
ド
ル
（
ロ
ー
ソ
ク
）
と
エ
コ
石

鹸
を
作
り
ま
す
。
廃
油
か
ら
作
っ

た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
き
れ
い
な

キ
ャ
ン
ド
ル
と
、
汚
れ
落
ち
抜
群

の
石
鹸
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊募集・案内＊

【
日
時
】

12
月
13
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】

町
民
会
館
　
２
階
調
理
室

【
募
集
定
員
数
】

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

【
参
加
費
】
無
料

【
持
参
す
る
も
の
】

○
広
口
で
厚
め
の
ガ
ラ
ス
の
器
２

〜
３
個(

ジ
ャ
ム
の
小
瓶
な
ど

高
さ
７
〜
10
㎝
ま
で
の
瓶
が
適

当
で
す)

○
ハ
サ
ミ

○
牛
乳
パ
ッ
ク
２
個(

サ
イ
ズ
は

問
い
ま
せ
ん
が
、
中
を
洗
い
乾

燥
し
た
も
の)

今
後
の
予
定

○
第
２
回「
間
伐
材
を
使
っ
て
、お
箸

作
り
に
挑
戦
！
」１
月
開
催

○
第
３
回
「
食
の
安
全
に
こ
だ
わ

っ
た
料
理
教
室
（
予
定
）」
２

月
開
催
（
詳
細
は
後
日
、
広
報

お
ち
に
掲
載
し
ま
す
）

【
回
収
場
所
】
町
民
会
館

【
日
時
】
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
を

の
ぞ
く
）

午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時

【
注
意
事
項
】

＊
使
い
終
わ
っ
た
油
は
十
分
に
冷

ま
し
、
天
か
す
な
ど
を
で
き
る

だ
け
こ
し
て
か
ら
、
き
れ
い
な

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
に
入

れ
て
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
古
く
な
っ
た
油
で
も
大
丈

夫
で
す
。

＊
回
収
す
る
の
は
植
物
性
の
油
だ

け
で
す
。
動
物
性
（
ラ
ー
ド
な

ど
）
や
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は

回
収
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

＊
保
管
用
の
入
れ
物
は
、
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

＊
回
収
対
象
は
一
般
家
庭
で
、
飲

食
店
・
企
業
の
方
は
次
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
谷
口
工
業

有
限
会
社
：
日
高
村
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
８
９
―
２
４
―
５
４
０
６
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

担
当
　
宮
崎
・
片
岡

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

「
ア
ロ
マ
キ
ャ
ン
ド
ル
・

自
然
に
優
し
い
石
鹸
」

を
作
ろ
う
！

廃
食
用
油
の
回
収
を
始
め
ま
す

浦
の
内
半
島
コ
ー
ス

【
日
　
時
】

12
月
14
日
（
日
）

午
前
８
時
50
分

サ
ン
プ
ラ
ザ
駐
車
場

午
後
４
時
30
分

帰
着
予
定

【
経
　
路
】

越
知
―
波
川
―
高
岡
―
宇
佐
浦

の
内
湾
（
浮
橋
）
―
須
崎
―
越
知

【
実
施
要
領
】

・
年
末
昼
食
会
と
し
て
車
両
利
用

の
上
、
実
施
す
る

・
弁
当
代
を
含
む
参
加
料
３
５
０

０
円
と
す
る

・
レ
ス
ト
ラ
ン
浮
橋
で
昼
食
会
を

実
施
す
る

・
晴
雨
に
か
か
わ
ら
ず
実
施
す
る

・
申
込
期
限
は
12
月
８
日
と
す
る

・
そ
の
他
は
従
来
ど
お
り
と
す
る

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８

（
矢
野
）



さ
な
採
石
場
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

人
頭
大
の
割
り
石
が
斜
面
に
集
積

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
壺

（
花
瓶
）
・
灰
皿
用
の
原
石
を
採

石
し
て
い
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、

筆
者
自
身
も
も
う
随
分
以
前
に
、

高
知
市
内
で
こ
の
『
土
佐
桜
』
石

灰
岩
で
作
っ
た
、
４
億
年
前
の
ハ

チ
ノ
ス
サ
ン
ゴ
の
化
石
の
入
っ
た

花
瓶
を
偶
然
手
に
入
れ
た
こ
と
が

あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
降

こ
の
種
の
装
飾
品
が
加
工
・
販
売

さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
な

い
。40

年
以
上
も
前
に
一
世
を
風
靡
ふ
う
び

し
た
、
淡
い
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ

た
日
本
最
古
の
化
石
を
含
む
ロ
マ

ン
に
満
ち
た
サ
ン
ゴ
礁
石
灰
岩
・

『
土
佐
桜
』
の
採
石
に
携
わ
っ
た

人
々
の
当
時
の
作
業
風
景
・
苦

労
、
生
活
の
様
子
な
ど
が
想
像
で

き
る
現
場
が
今
眼
前
に
甦
よ
み
が
え

り
、

越
知
町
が
誇
る
横
倉
山
の
歴
史
を

語
る
”生
き
た
教
材
“
が
ま
た
一

つ
誕
生
し
た
。

※
『
土
佐
桜
』
石
灰
岩
が
、
県
内
外
の

ど
の
よ
う
な
場
所
（
建
物
な
ど
）
で

使
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

『
博
物
館
だ
よ
り
NO．
52
』
に
詳
細

に
書
い
て
あ
る

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館

学
芸
員
　
安
井
敏
夫
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博物館�
だより�
No.99

博物館�
だより�
No.99

『
土
佐
桜
』石
灰
岩�

　
　
採
石
場
跡�

10
月
18
日
（
土
）、
博
物
館
友

の
会
「
フ
ォ
レ
ス
ト
ク
ラ
ブ
」
で

は
、
か
つ
て
高
知
県
を
代
表
す
る

石
材
の
一
つ
で
全
国
的
に
有
名
で

需
要
も
高
か
っ
た
、
横
倉
山
産
の

日
本
最
古
の
４
億
年
前
の
石
灰

岩
・
『
土
佐
桜
』
の
採
石
場
跡
へ

向
か
っ
た
。

参
加
者
は
、
友
の
会
会
員
と
博

物
館
職
員
、
そ
れ
に
、
博
物
館
協

議
会
委
員
を
含
め
合
計
６
名
で
、

主
な
目
的
は
、
か
つ
て
の
越
知
町

の
産
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
上
品
で

全
国
的
に
も
珍
し
い
石
灰
岩
の
建

築
用
石
材
の
「
採
石
」
の
歴
史
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
”生
き
た

教
材
“
と
し
て
何
ら
か
に
活
用
し

後
世
に
継
承
す
る
こ
と
と
、
国
連

の
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
「
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ

Ｇ
Ｎ
）」
が
認
定
す
る
『
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
（
”地
質
遺
産
“
）』
へ

の
申
請
に
向
け
て
の
横
倉
山
の
ジ

オ
サ
イ
ト
（
”地
質
名
所
“
）
の

一
つ
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
あ

る
。横

倉
山
の
『
土
佐
桜
』
石
灰
岩

採
石
場
跡
は
、
現
在
石
灰
岩
の

露
頭
ろ
と
う

（
地
山
）
を
採
掘
し
た
石
切

場
と
、
大
き
な
転
石

て
ん
せ
き

（
ブ
ロ
ッ
ク
）

を
割
っ
た
石
切
場
と
が
、
主
な
も

の
だ
け
で
も
そ
れ
ぞ
れ
３
ヶ
所
と

２
ヶ
所
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
が
、

最
盛
期
の
昭
和
41
年
に
は
実
に
13

ヶ
所
で
採
石
さ
れ
て
い

て
、
採
石
業
者
も
５
軒

入
っ
て
い
た
と
い
う
。

今
回
は
、
こ
の
う
ち
地

元
民
が
稼
動
し
て
い
た

比
較
的
規
模
の
大
き
い

「
松
本
石
切
場
」
を
視

察
・
整
備
の
対
象
に
す

る
こ
と
に
し
た
。

「
松
本
石
切
場
」
は
、

横
倉
山
の
カ
ブ
ト
嶽
と

三
角
点
（
774.3
m
）
の
ほ

ぼ
中
間
の
尾
根
（「
四

国
の
み
ち
」）
の
す
ぐ

南
の
標
高
約
710
ｍ
の
頂

上
付
近
の
斜
面
に
あ

る
。
地じ

山や
ま

の
石
灰
岩
を

採
掘
し
て
い
た
一
番
上

段
の
小
さ
な
石
切
場
か

ら
幅
約
1.2
r

ほ
ど
の

木
馬
道

き
ん
ま
み
ち

（
石い
し

曳び

き
道
）
を
20
〜
30

r

ほ
ど
下
っ
た
所
に
中
心
と
な
る

広
い
石
切
場
が
あ
る
。
そ
の
面
積

は
750
fl
ほ
ど
で
、
今
な
お
当
時
切

り
出
さ
れ
た
四
角
い
原
石
が
12
個

ほ
ど
放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
原
石
は
、
た
て
×

よ
こ
×
高
さ
＝
122
×
172
×
70
m

、

103
×
140
×
75
m
、
121
×
210
×
50
m
ほ

ど
の
直
方
体
で
、
側
面
に
は
母
岩

か
ら
切
り
出
す
際
に
開
け
た
直
径

３
m
の
ド
リ
ル
（
エ
ア
ハ
ン
マ
ー
）

の
穴
の
跡
が
７
〜
12
m

間
隔
で
何

本
も
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
操

業
は
10
年
ほ
ど
で
あ
っ
た
よ
う

で
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
初

め
に
か
け
て
が
最
盛
期
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
切
り
出
し
た
原

石
の
う
ち
約
８
割
は
そ
の
ま
ま
県

外
へ
出
荷
し
、
ほ
と
ん
ど
が
ビ
ル

や
学
校
、
官
庁
、
高
級
住
宅
の
壁

面
や
門
柱
、
応
接
室
の
マ
ン
ト
ル

ピ
ー
ス
、
階
段
な
ど
に
使
用
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
時

『
土
佐
桜
』
石
灰
岩
が
如
何
に
全

国
的
に
人
気
が
高
か
っ
た
か
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
の
採
石
の
様
子
が
生
々
し

く
残
り
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
こ

の
跡
地
で
、
参
加
者
各
自
が
ノ
コ

ギ
リ
と
鎌
を
片
手
に
40
年
ほ
ど
の

時
間
の
経
過
の
間
に
地
面
か
ら
生

え
て
成
長
し
た
木
や
茨い
ば
ら

を
伐
採

し
、
放
置
さ
れ
た
原
石
を
含
め
た

当
時
の
採
石
現
場
の
様
子
が
一
目

で
観
察
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

た
。
努
力
の
甲
斐
が
あ
り
、
40
年

前
の
当
時
の
姿
が
目
の
前
に
現
れ

た
。
こ
こ
か
ら
東
に
さ
ら
に
木
馬

道
が
下
方
へ
続
い
て
お
り
、
切
り

出
し
た
原
石
は
ウ
イ
ン
チ
で
隣
の

市
山
地
区
に
運
び
出
し
た
と
い

い
、
で
き
れ
ば
そ
の
ル
ー
ト
も
整

備
し
全
貌
ぜ
ん
ぼ
う

を
解
明
し
て
み
た
い
も

の
で
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
の
跡
地
の
す
ぐ
西

側
に
は
、
当
時
の
古
び
た
ト
タ
ン

葺
き
の
小
屋
が
あ
り
、
内
部
に
は

切
り
出
し
た
原
石
を
引
き
寄
せ
た

り
吊
り
上
げ
た
り
す
る
た
め
の
ウ

イ
ン
チ
（
発
動
機
付
き
巻
き
揚
げ

機
）
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
て
当
時
の
様
子
が
偲し
の

ば
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
こ
の
西
隣
も
小



犬・猫の引取日

ポリオ予防接種

日

住
　
所
　
氏
　
名

６
　
区
　
高
橋
千
代
喜

６
　
区
　
中
内
　
絹
生

11

区
　
前
田
八
重
野

五
葉
荘
　
日
浦
キ
ミ
コ

五
葉
荘
　
岡
　
　
正
尾

桐
見
川
　
齋
藤
　
春
能

後
　
山
　
藤
原
　
普
男

深
　
瀬
　
村
上
　
信
隆
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１９ページ参照

JAコスモス

社会福祉協議会

JAコスモス

社会福祉協議会

１９ページ参照

１９ページ参照

対象H19.1.1～H19.6.30

１９ページ参照

１９ページ参照

JAコスモス

社会福祉協議会

8：30～9：15

9：30～

10:00～

10:00～

10:00～15：00

9：40～

8：30～ 9：15

13:30～

10：00～

10:00～

9：30～

13：30～

9：30～

13：30～

8：30～ 9：15

9：30～

9：30～11:00

13：00～

9:40～

10:00～

役場

越知保育園

鎌井田老人里の家

南ノ川集会所

保健福祉センター

宮ヶ奈路集会所

役場

五味集会所

中大平公民館

桐見川ふれあいの里

越知保育園

筏津集会所

越知保育園

保健福祉センター

役場

越知保育園

越知幼稚園

保健福祉センター

日ノ浦集会所

桐見川2区公民館

犬・猫の引取日

なかよしひろば（製作してみよう）

ミニデイ（鎌井田）

ミニデイ（南ノ川）

人権無料相談

健康相談

犬・猫の引取日

ミニデイ（五味）

健康相談

ミニデイ（桐見川1区）

なかよしひろば（お店屋さんごっこ）

健康相談

合同クリスマス会

１才6ヶ月健診

犬・猫の引取日

なかよしひろば（誕生会）

遊びにおいでよ

育児相談・母子保健事業

ミニデイ（日ノ浦）

ミニデイ（桐見川2区）

３

５

８

１０

１１

１２

１７

１８

１９

２４

２６

７

１４

水

金

月

水

木

金

水

木

金

水

金

第
六
十
四
回
・
越
知
短
歌
会

一
面
に
葦
は
び
こ
り
て
穂
の
み
だ
れ
坂
折
川
は
か
く
細
り
た
り

坂
折
　
遊
児

庭
陰
に
生
い
し
夕
顔
生
垣
に
夕
べ
の
ま
ま
に
今
朝
も
咲
き
お
り

井
上
善
三
郎

わ
が
手
に
て
料
れ
ば
え
ぐ
し
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
は
今
年
も
霜
ま
で
畑
に
勢
う

結
城
多
良
子

畑
隅
の
葉
陰
に
か
す
か
金
属
の
つ
め
た
き
ひ
か
り
猪
捕
る
罠
か

宮
橋
　
敏
機

喘
ぎ
あ
え
ぎ
登
り
し
石
鎚
山
頂
は
興
奮
を
し
て
あ
ふ
る
る
人
ら

益
　
　
法
子

一
面
の
生
姜
の
茂
り
に
ひ
か
り
お
よ
び
雨
露
一
斉
に
輝
き
は
じ
む

廣
見
　
正
子

岸
の
茶
の
根
元
に
斑
の
も
の
動
き
茗
荷
採
り
え
ず
い
つ
ま
で
も
立
つ

井
上
　
美
智

人
の
家
と
な
り
た
る
母
の
住
み
し
家
列
車
の
窓
に
た
ち
ま
ち
に
過
ぐ

種
田
恵
美
子

森
陰
の
鐘
の
音
す
る
日
も
し
な
い
日
も
撞
く
和
尚
を
思
ひ
み
ざ
り
し

楠
瀬
兵
五
郎

役
場
前
の
「
本
の
森
図
書
館
」
で
は
越
知
短
歌
会
会
員

の
短
歌
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ

見
に
お
い
で
下
さ
い
。

越
知
短
歌
会
世
話
役
・
宮
橋

行事カレンダー12月

曜 種　　　　　　目 場　　　所 集　合　時　間 備　　　考

1月

水

水

役場

保健福祉センター

8：30～9：15

13：00～ 個別通知

（
10
月
届
出
分
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※
住
民
課
に
死
亡
届
の
あ

っ
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
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お 名 前 大ì
おおさき

心春
ここ は

生年月日　　平成１９年１２月１３日
性　　別　　女
両　　親　　大ì 哲也・三佳
住　　所　　越知町５区
メッセージ
笑顔をたやさず、人にやさしく

父ちゃんより
健康第一！！　母より

11
月
１
日
か
ら
３
日
間
、
町
民
会

館
で
、
第
45
回
越
知
町
文
化
祭
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
期
間
中
は
書
道
や
陶
芸
・

絵
画
な
ど
の
展
示
や
企
画
展
、
芸
能

発
表
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
会
場
で
は
、
10
ｍ
ほ
ど
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ツ
リ
ー
や
川
舟
を

ベ
ー
ス
に
紅
葉
な
ど
を
生
け
た
「
里

山
の
舟
」
が
来
場
者
の
目
を
引
き
つ

け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
教
室
で
は
日
替

わ
り
で
色
々
な
教
室
が
行
わ
れ
連
日

大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

《博物館からのお知らせ》

冬の企画展
『川添 晃　水彩画展―土佐日記の世界

１９８０年の記録より―』

【期　間】12月13日（土）～平成21年2月15日（日）

【内　容】紀貫之が国司の任を終えて京に帰るまでの旅程

を、女性の筆に仮託してかな
．．
文字で書いた日記

文学・『土佐日記』に登場するゆかりの地を、 川添 晃さん（芸西天文学習館講師）が29年前にスケ

ッチした水彩画〔約20点〕と同じアングルで撮った現在の風景（写真）で紹介します。

それぞれの場面で詠まれた紀貫之の和歌や地学的な解説を加えており、これまでとは別に自然科学的

な視線でとらえた観賞もして頂けると思います。

【休館日】毎週月曜日（祝日の場合は翌日）, 12月29日（月）～平成21年1月2日（金）

【入館料】大人 500円（70歳以上の方は250円）

高校･大学生 400円

小・中学生 200円（越知町内の小・中学生は無料）

※１月３日（土）は無料開放


